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公益財団法人 神奈川県予防医学協会 



令和 5 年度事業報告書 
 

概 観 

 

本年度は、５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類

に移行して社会経済活動が正常化し、年度の前半には景気回復の動きが見られ

ましたが、物価高の影響などにより個人消費は弱く、景気の下振れが懸念される

状況が続いています。 

基本方針として取組むべき主要な課題に「事業収入の回復、拡大」、「組織力の

強化」、「新たな課題等への対応」を掲げ事業活動を行いました。 

 

「事業収入の回復、拡大」 

母子保健分野では、拡大新生児マススクリーニング検査の検体数の増加、

健康診断事業では新規顧客の獲得による収入増がありましたが、一部大手団

体の自社での健診実施や欠落などの要因による減収があり、最終的に目標と

する収入額には届きませんでした。既存顧客の安定確保に加えて、渉外によ

る新規団体の獲得に取り組むとともに、物価や人件費の上昇分を価格転嫁す

る次年度向け料金の改定の働きかけを行いました。 

 

「組織力の強化」 

令和６年度からの新たな人事評価制度の導入に向けた管理職教育、階層別

研修を継続的に行いました。事務系職員の継続的採用を進めました。各事業

において発生しうるミスを未然に防ぐ取組みとして、内部監査システムの運

用、ヒヤリハット報告活動に継続して取り組みました。 

 

「新たな課題等への対応」 

持続可能な社会の実現に向けた法人の取組みとして、横浜市ＳＤＧｓ認証 

制度である“Ｙ－ＳＤＧｓ”のＳｕｐｅｒｉｏｒ認証を取得いたしました。

第４期特定健康診査・特定保健指導への対応として、受診票、結果通知等 

の改訂、新たな保健指導支援システムの運用開始の準備を進めました。 

 

新拠点の基本構想・基本計画については、年度末にコンサルタント会社からの

報告を受けましたので、さらに検討を重ね、令和６年度に向け上半期には最終的

な方向性を決定する予定です。 
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Ⅰ 健診・検査及び予防医療事業 

 

予防医学活動を展開する中で、国の施策や顧客の動向を適確に捉え、それらを

協会事業に反映させることで、渉外活動を推進しました。 

 

1 地域保健分野 

がん検診については、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行に伴

い受診者定員の緩和など受診者増加に取り組みましたが、受診者数は前年度並

みとなりました。「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」の改

正に向けた対応を推進しました。令和６年度からの第４期特定健康診査・特定保

健指導の対応準備も進めました。 

 

２ 産業保健分野 

企画提案型渉外活動を基本として、新規顧客や既存顧客に対し渉外活動を展

開しました。令和６年度に施行される「化学物質の自律的な管理」に向けた準備

を進めました。産業医科大学と連携を図り、特殊健康診断と作業環境測定を総合

的に評価する結果報告や高年齢労働者に対する新規事業構築に向けた共同研究

に取り組みました。 

 

３ 学校保健分野 

行政、医師会、養護教諭部会、大学病院などの関係機関・団体で構成される各

種の検診システムに参画し運営の充実に協力しました。 

令和６年度からの腎臓病検査の検査方法の変更（一次検査における尿中蛋白

／クレアチニン比の導入）に向けた準備を進めました。 

 

４ 母子保健分野 

新生児を対象としたマススクリーニング検査の安定した事業運営に努めまし

た。有償の拡大スクリーニング検査（任意）は、全出生児のうち６割弱の児に検

査を実施しました。国がＳＣＩＤ、ＳＭＡを対象に今年度より開始した実証事業

については、令和６年度の事業参画に向け関係機関と連携し準備を進めました。 

 

５ 環境保健分野   

作業環境測定では、労働安全衛生法の改正に伴う呼吸用保護具のフィットテ

スト等の渉外を推進し、事業収入の拡大を図りました。簡易専用水道検査で

は、ＩＳＯ９００１の品質管理に基づき、地域の安心・安全な飲料水の確保に

つとめました。 
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Ⅱ 事業計画 
 

各部署が専門性を活かした新たな取組みの実現に向け検討を進め、協会事業

の発展を目指しました。 

 

１ 健診等事業拡大に向けての対応 

県内事業所リストをもとに新規渉外や既存顧客に対する項目拡大など事業の

拡大に取り組みました。令和６年度に向け、中小企業の集積地であるＬＩＮＫＡ

Ｉ横浜金沢地区を対象とした健康診断、作業環境測定、産業医業務、保健相談業

務など総合健康支援サービスの提供の準備を進めました。 

 

２ 中央診療所機能の有効活用 
 新たな健康サポートアプリの導入準備をしました。令和６年度には健康診断

結果の閲覧や健康情報を提供いたします。また、健康診断に加え二次検査のＷＥ

Ｂでの予約システムの準備を進め、受診者の利便性を図りサービスの向上と拡

大を目指しました。 
 

3 効率的な実施体制の確立 

ＲＰＡを協会全体で活用できる環境と体制構築を行いました。健康診断のペ

ーパーレス化は試行段階を迎え実施準備の具体案づくりを進めました。令和６

年度に向けクラウドサービスやＩＴツールの組合せにより、さらにＤＸを推進

していきます。 

 

4 がん対策の推進、普及啓発活動 

国の第４期 がん対策推進基本計画、神奈川県のがん対策推進計画に基づき、

国、県、市町村やその関連会議と連携を強化し、がん対策に協力しました。 

県内各市町村の保健衛生担当者を対象に「がん検診受診率向上施策」をテーマ

に予防医学実務研修会を実施しました。 

 

５ 広報活動の充実 

公益法人として、県民の健康増進に寄与するために広報活動を展開しました。

メールマガジンとＳＮＳによる機関誌や健康情報の発信を始め、登録者数やア 

クセス数を増やし、協会事業の認知度の拡大を図りました。 
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Ⅲ 運営管理計画 
 

法令を遵守し、公益法人としての社会的信頼性が担保された事業運営を続け

るため、協会の理念・使命を果たすことを第一として、事業を推進しました。 

 

1 人材の確保・育成 

人的資産＝人材の育成はサービスの質に直結する最重要課題と捉え、協会理

念を理解し、事業運営に力を尽くせる職員の確保、育成に努めました。人事評価

制度の導入と共に、評価者研修、階層別研修を継続的に行いました。 
 

２ 効果的な業務遂行 

社会構造、労働環境の変化による顧客の求めるサービスの形に柔軟に対応す

るため、キャッシュレス決済の拡大や、オンライン面談にも取り組みました。 

 

３ 機器及び施設の整備 

費用対効果を意識した調達計画により、導入時期の見極め、価格交渉、サービ

ス交渉を行いながら機器を配置しました。協会施設についても、今後の事業展開

に適切なあり方を見極めながら情報収集を行い、検討を継続しました。 

 

４ 品質保証と信頼性の向上 

衛生検査所指導要領に則り、各種標準作業書及び管理台帳の順守と改訂を定

期的に行うとともに、日々の内部精度管理の実施と医師会や技師会等の外部精

度管理に継続参加することにより、検体検査の品質を確保しました。労働衛生検

査及び臨床検査に加え、腹部超音波、胸部 X 線、胃部 X 線の全てについて、外

部精度管理調査での優評価取得を継続できました。 

 

Ⅳ 健診等実施計画 

  

選ばれる総合健康支援機関を目指し、質が高く、信頼性の高い受診者サービス

の提供につながる健診スタイルの構築を推進しました。 

 
１ 受診者サービスの向上 
 「あなたの相談室」を活用し、受診者からいただいたご意見をもとに改善を行

い、受診者満足度の向上に努めました。女性医師の配置、プライバシーの配慮と

ともに女性や高齢者の健康支援を行い、安心安全な医療の提供をおこないまし

た。 
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２ 信頼性の高い健診実施体制の確立 

部門横断的なプロジェクト活動により、３Ｄマンモグラフィなどのオプショ

ン検査や帯状疱疹ワクチン接種の導入、可搬型胸部装置、胃Ｘ線検査受診支援シ

ステムなど、継続拡大が可能な新たなサービスを提供しうる体制整備を進めま

した。 
 

３ 質の高い結果報告の提供 

ＱＲコードを活用し充実した情報を提供すると共に、顧客ニーズに適応した 
報告書及び正確で質の高い報告書の提供を目指し、ＲＰＡを活用した取組みを

進めました。令和６年度に向けＳＤＧｓの観点からペーパーレス化を継続検討

いたします。 
 

４ 新たな健診スタイルの提供 

オンラインによる保健相談は一定の効果を得られました。ＷＥＢ予約による健 

診の拡大を進め、ＳＮＳの活用により多様化する顧客にニーズに柔軟に対応す

ることにより、あらたな顧客の獲得につながる健診スタイルを構築し、推進しま

した。 

 
 

Ⅴ 調査・研究の推進 

 

 日常業務の中で課題をとりあげ、健診・検査などに関する調査・研究を 11 
のテーマについて実施しました。令和６年度に継続検討いたします。 
 
 

Ⅵ 表彰者 

 

神奈川県公衆衛生協会研究奨励表彰 
協会賞   

産業保健部            里見 正宏 
     演題名 「横浜市等における新型コロナウイルス感染症の発生動向」 
  
（公財）予防医学事業中央会 
     中央会賞（小宮記念賞） 

 臨床検査部参事    竹中 志津子    
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     奨励賞   放射線技術部一課長  和田 昌訓 
           情報処理部三課主任  高橋 美佳 
（公社）全国労働衛生団体連合会 

功績賞   環境科学部長     太田 聡 
奨励賞   運営部事務課担当課長 山本 絵梨子 
      運営部事務課主任   庵前 泰佳 

 
 

Ⅶ 評議員会・理事会の開催  

１ 評議員会 

  

 臨時評議員会（令和５年４月５日）    令和４年度事業遂行見込・収支決 

算見込、令和５年度事業計画書・     

収支予算書・資金調達及び設備投資

の見込及び新拠点に関する検討の報

告 

（定款第２０条報告の省略） 

 

 

定時評議員会 (令和５年６月１６日)    令和４年度事業報告・収支決算の 

承認、行政の異動による理事の選

任、顧問委嘱の報告 

 

臨時評議員会（令和５年８月２１日）   顧問委嘱の報告  

（定款第２０条報告の省略） 

 

臨時評議員会（令和５年９月 25 日）  組織及び事務分掌規程一部改正の報

告 

（定款第２０条報告の省略） 

 

臨時評議員会（令和５年１２月１５日）  令和５年度事業遂行状況・予算執

行状況の報告、新施設開設に関する

準備対応及び乳がん検診に関する

動向の報告 

（定款第 20条決議及び報告の省略） 
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２ 理事会 

 

第１回理事会 (令和５年６月１日)   令和４年度事業報告・収支決算の 

                   確定、定時評議員会の招集及び提出

議案の決定、顧問の推薦 

 

臨時理事会 (令和５年７月２４日)   顧問の推薦 

（定款第３５条決議の省略） 

 

臨時理事会 (令和５年８月２５日)   組織及び事務分掌規程の一部改正 

（定款第３５条決議の省略） 

 

第２回理事会(令和５年 12月４日)  令和５年度事業遂行状況・予算執行

状況の承認、臨時評議員会への報告

事項の承認 

新施設に関する準備対応及び乳が

ん検診の動向に関する報告 

 

第３回理事会(令和６年３月２２日)   令和５年度事業遂行見込・収支決算 

見込の確定、令和６年度事業計画書・                                                      

収支予算書・資金調達及び設備投資

の見込の承認、就業規則等の改正の

承認、協会の理念・基本方針の改訂

の承認、臨時評議員会への報告事項

の承認 

理事長の専決処理事項、評議員・理

事の退任及び新拠点に関する検討の

報告 

 

 

Ⅷ 役員等の異動 

１ 顧 問 

令和５年６月就任  山崎 元靖 神奈川県健康医療局医療危機対策本部室

感染症対策担当部長 

（前任者 中澤 よう子氏） 

          修 理 淳 横浜市保健所長 兼 医療医務監 兼 医療

担当理事  （前任者 田畑 和夫氏） 
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令和５年７月就任  戸塚 武和 一般社団法人横浜市医師会長 

                      （前任者 水野 恭一氏） 

 

２ 評議員 

 令和６年３月辞任  中山 治彦  地方独立行政法人神奈川県立病院機構 

                  副理事長 

 

３ 理 事 

 令和５年６月就任  樋田 美智子  横浜市健康福祉局地域福祉保健部 

                  健康推進担当部長 

 

 令和５年６月辞任  嘉代佐知子  横浜市教育委員会事務局学校教育企画部 

                 特別支援教育課担当課長 

 

令和６年３月辞任  岡部 英男   協会健康創造室長 
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別表１

　　　令和５年度 年間健診検査等実施数

（単位：件）

当初目標数 実施数 増　減 （％）

1 胃 検 診 X 線 撮 影 55,300 53, 963 -1,337 97.6%

地 2 胃 検 診 内 視 鏡 検 査 5,000 5, 410 410 108.2%

3 大 腸 が ん 検 診 88,200 90, 790 2,590 102.9%

域 4 子 宮 が ん 検 診 27,600 28, 391 791 102.9%

・ 5 乳 が ん マ ン モ グ ラ フ ィ 検 診 21,000 20, 726 -274 98.7%

産 6 乳 が ん エ コ ー 検 診 6,800 6, 758 -42 99.4%

7 肺 が ん 検 診 33,300 33, 185 -115 99.7%

業 8 神奈川からがんを な くす会 90 81 -9 90.0%

9 一 般 健 康 診 断 258,700 242, 956 -15,744 93.9%

保 10 特 殊 健 康 診 断 88,200 83, 128 -5,072 94.2%

11 精 密 総 合 健 診 8,300 8, 280 -20 99.8%

健 12 歯 科 健 康 診 査 3,500 5, 513 2,013 157.5%

13 そ の 他 の 検 診 検 査 31,300 34, 410 3,110 109.9%

健康づくり 14 保 健 相 談 700 778 78 111.1%
事業

15 健 康 教 育 380 446 66 117.4%
作業環境調査 16 作 業 環 境 調 査 2,300 2, 236 -64 97.2%

17 心 臓 病 検 診 102,300 102, 400 100 100.1%

18 腎 臓 病 ・ 糖 尿 病 検 診 671,100 649, 361 -21,739 96.8%

19 貧 血 検 査 500 460 -40 92.0%

20 そ の 他 の 検 査 等 0 0 0

21 先 天 性 代 謝 異 常 等 検 査 52,300 52, 174 -126 99.8%

22 拡 大 ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 25,000 29, 508 4,508 118.0%
環境衛生 23 簡 易 専 用 水 道 検 査 1,600 1, 565 -35 97.8%
その他 24 依 頼 検 査 4,000 4, 290 290 107.3%

健診検査等項目

母子保健

学校保健
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別表 2

（単位：円）

区分 品　　　　名 数　量 金　　　額

　集団検診ｾﾝﾀｰ本館外壁塗装等改修 一式 24,300,000      

24,300,000      

　集団検診センター新館3階空調更新 一式 1,687,500       

　集団検診センター本館2階・3階・4階LAN工事 一式 1,311,000       

　その他 4 1,631,500       

4,630,000       

　集団検診センター本館外構舗装改修 一式 16,210,563      

　集団検診センター本館雨水桝等改修一式 一式 8,669,872       

　その他 3 7,934,504       

32,814,939      

　胃部検診車 X線システム交換 一式 33,300,000      

　子宮がん検診車 発動発電機交換 一式 2,348,500       

　胸部検診車 X線管球交換 一式 2,096,600       

　業務用車両 1 2,007,585       

39,752,685      

　基幹システムサーバー機器等更新 一式 24,950,000      

　画像系サーバー更新 一式 16,500,000      

　基幹システムバックアップサーバー機器等更新 一式 11,414,600      

　多機能カラープリンター 一式 7,270,000       

　その他 64 33,284,196      

93,418,796      

　上部消化管内視鏡システム 4 22,000,000      

　X線撮影装置 X線管球交換 2 12,592,000      

　その他 9 14,438,000      

49,030,000      

　新生児マススクリーニング分析機器 一式 11,500,000      

　多機能心電計 4 8,300,000       

　糖尿病検査項目自動分析装置 一式 5,535,360       

　その他 21 14,876,800      

40,212,160      

　基幹システム改修 一式 3,263,000       

　新生児マススクリーニングシステム改修 一式 1,280,000       

　その他 4 2,540,380       

7,083,380       

291,241,960     

令和5年度 調達機器等一覧
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